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Ⅰ．はじめに
思春期・青年期における自己肯定感の重要性はこ
れまで多くの研究によって示されてきている。松井・佐
藤（１４）や松井（１３）は、中学生の学校適応と進路（キャ
リア）成熟、自己肯定感との関係を検討し、中学生の
自己肯定感を高めることは、学校生活への適応促進
につながるということを指摘している。伊藤（２）は、自尊
感情と逸脱行為との関連を検討し、中学女子の不
良・犯罪行為と「自己肯定感情」との間には負の相関
があることを示している。また、久芳・竹村（１２）および久
芳・齊藤・小林（９）（１０）は、それぞれ小・中・高校生を対
象として、自己肯定感と人とのかかわりの関連につい
て検討し、自己肯定感が高い方が人とのかかわりもよ
いことを示している。尚、自己肯定感の類似概念とし
て、自己受容性、自尊感情があると考えられるが、「理
想自己と現実自己のずれをうまく調節しながら、ありの
ままの自己を受け容れる」という自己受容性および
「自分には価値があり尊敬されるべき人間であると思
える感情」である自尊感情とは区別し、本研究におい
ては、自己肯定感を「自分自身のあり方を肯定する気
持ちであり、自分のことを好きである気持ち」（高垣（１７））
と捉えることとする。
また、久芳・竹村（１２）は、自己肯定感と性受容の関
連性について指摘している。椛島（７）は、社会学の立
場から、現代社会の変容に伴い女性の生き方が変化
し、過剰なほど「自己実現」へ追いつめられており、そ
のことが自己肯定感・セルフエスティームに影響を及
ぼしていると指摘している。伊藤（３）は、女子における
性受容は男子と比較し、思春期以降急激に低下する
ことを明らかにしている。また、伊藤（５）は、女子青年を
対象に、自尊感情および身体満足度と性同一性との
関連を検討し、自尊感情と自己の性を受容することと
の関連性を見出している。鈴木・伊藤（１５）（１６）は、小学
生から大学生までの女子を対象に女性性受容と摂食
障害傾向について検討し、中学生以上において、女
性性受容の低さが自尊感情に作用して摂食障害傾
向をもたらすという過程が考えられるとしている。尚、
本研究においては「性受容」を鈴木・伊藤（１５）を参考
に「女性／男性であることの性的、身体的および社会
的レベルでの受容」と捉えることとする。
先述の伊藤（５）の研究においては、性同一性は「父
親への信頼」「母への同一視」「ステレオタイプ的な性
役割への同調」「性的成熟への戸惑い」「性の非受
容」から構成されるとしている。これは本研究で扱う
「性受容」を包括する概念であるといえる。「性の非受
容」が本研究の「性受容」を逆の立場から捉えた同
一概念であるとするならば、性役割や母親／父親像
を関連する要因として捉えていく必要があると考えら
れる。事実、ステレオタイプ的な性役割に同調すること
が自己の身体像の否定につながることが示されてい
る。また、自尊感情と関連のある要因として、性受容
のほかに、母親への同一視や両親の良好な関係の認
知も重要であるとされている。青木（１）は、女子中学生
を対象に面接調査を行い、性の非受容群における父
親像が、「父親」という面からだけでなく、同一化対象
としての母親の夫という側面からも大きく影響を及ぼ
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しており、母親像は「母親」としての在り方だけでなく、
妻としての在り方も重要な要素になるとしている。
以上を踏まえ、これまでの性受容に関する研究にお
いては、あまり扱われてこなかった小学生男女を対象
とし、自己肯定感、性受容、社会的性意識（「性役割」
と類似の概念であるが、「役割」に限定せず、より広義
の「性に対する意識」を扱うため、本研究においては
「性意識」という言葉を用いる）、母親／父親像を調
査し、以下の２点を検討することを目的とする。
①　性受容と社会的性意識、母親／父親像の学年
差を検討する。
②　自己肯定感と性受容、および社会的性意識、母
親／父親像の関連について検討する。
Ⅱ． 方法
１． 対象
東京都の公立小学校６校に通う小学生（小４～小
６）、計１１９２名（小４：３８３名、小５：３６９名、小６：４４０
名）。学年、性別の構成は、Ｔａｂｌｅ１に示した通りであ
る。
２． 手続き
以下の４種類から構成される質問紙調査を実施し
た。調査用紙は無記名で、学年と性別の記入を求め
た。調査は、２００７年６月～２００７年１０月に担任教師
の監督のもと、各学級で一斉に行われた。
①　自己肯定感尺度
自分自身をどの程度肯定的に捉えているかを測
定するために、自己に関する評価を求める尺度で、
８項目、４件法、１因子から成る（久芳ら（９）（１０）な
ど）。
②　性受容尺度
鈴木・伊藤（１５）、伊藤（５）の研究を参考に久芳ら（１１）
が作成した被調査者が自分の性を性的、身体的
および社会的レベルで受容している程度について
回答を求める尺度。女子用１０項目、男子用８項目、
４件法。
③　社会的性意識尺度
鈴木・伊藤（１５）、伊藤（５）の研究を参考に久芳ら（１１）
が作成した被調査者の捉えている「性意識」につ
いて回答を求める尺度。本研究においては、自己
の性受容により大きく関連していると考えられる同
性の性意識について回答を求めた。女子用８項目、
男子用９項目、４件法。
④　母親像尺度、父親像尺度
青木（１）、柏木・高橋（８）および伊藤（５）を参考に久
芳ら（１１）が作成した被調査者の親に対する認識に
ついて回答を求める尺度。本研究においては、自
己の性受容により大きく関連していると考えられる同
性の親に対する認識について回答を求めた。女子
用、男子用ともに８項目、４件法。
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Ｔａｂｌｅ１ 対象児童の学年別・男女別構成
Ⅲ． 結果と考察
１． 尺度の検討
実施した質問紙調査を構成する４種類の尺度につ
いて因子分析を行った。その際、分析の手法につい
ては久芳ら（１１）の研究における各尺度の分析を参考
にして行った。
①　自己肯定感尺度（Ｔａｂｌｅ２－１、Ｔａｂｌｅ２－２）
女子、男子ともに８項目からなる質問紙に対する
被調査者の反応について、主成分分析を行った結
果、８項目、１因子が抽出された。
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Ｔａｂｌｅ２－１ 女子「自己肯定感」尺度の因子分析結果
Ｔａｂｌｅ２－２ 男子「自己肯定感」尺度の因子分析結果
②　性受容尺度（Ｔａｂｌｅ３－１、Ｔａｂｌｅ３－２）
女子の１０項目からなる質問紙に対する被調査
者の反応について、プロマックス回転による主成分
分析を行った結果、１０項目、２因子が抽出された。
第１因子は「中核的・母性的性受容」（以下、「中
核・母性的」、６項目）、第２因子は「身体的満足」
（４項目）と命名した。
男子の８項目からなる質問紙に対する被調査者
の反応について、バリマックス回転による主成分分
析を行った。成分負荷量の低い１項目を削除し、再
度分析を行った結果、７項目、２因子が抽出された。
第１因子は「中核的・身体的満足」（以下「中核
的・満足」、５項目）、第２因子は「身体的劣等感」
（２項目）と命名した。
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Ｔａｂｌｅ３－１ 女子「性受容」尺度の因子分析結果
Ｔａｂｌｅ３－２ 男子「性受容」尺度の因子分析結果
③　社会的性意識尺度（Ｔａｂｌｅ４－１、Ｔａｂｌｅ４－２）
女子の８項目からなる質問紙に対する被調査者
の反応について、バリマックス回転による主成分分
析を行った。成分負荷量の低い１項目を削除し、再
度分析を行った結果、７項目、２因子が抽出された。
第１因子は「楽観的主婦志向」（４項目）、第２因子
は「社会進出」（３項目）と命名した。
男子の９項目からなる質問紙に対する被調査者
の反応について、バリマックス回転による主成分分
析を行った。成分負荷量の低い１項目を削除し、再
度分析を行った結果、８項目、２因子が抽出された。
第１因子は「ステレオタイプ的性意識」（以下「ステ
レオタイプ」、５項目）、第２因子は「家庭的性意識」
（以下「家庭的」、３項目）と命名した。
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Ｔａｂｌｅ４－１ 女子「社会的性意識」尺度の因子分析結果
Ｔａｂｌｅ４－２ 男子「社会的性意識」尺度の因子分析結果
④　母親像尺度・父親像尺度（Ｔａｂｌｅ５－１、Ｔａｂｌｅ
５－２）
女子の８項目からなる質問紙に対する被調査者
の反応について、プロマックス回転による主成分分
析を行った結果、８項目、２因子が抽出された。第１
因子は「母親への同一視」（以下、「同一視」、５項
目）、第２因子は「妻としての母親像」（以下、「妻」、
３項目）と命名した。
男子の８項目からなる質問紙に対する被調査者
の反応について、主成分分析を行った。成分負荷
量の低い１項目を削除し、再度分析を行った結果、
７項目、１因子が抽出され、これをポジティブな父親
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Ｔａｂｌｅ５－１ 女子「母親像」尺度の因子分析結果
Ｔａｂｌｅ５－２ 男子「父親像」尺度の因子分析結果
像として捉えることとする。
鈴木・伊藤（１５）（１６）の研究で用いられた「女性性受
容尺度」および伊藤（５）で用いられた「性同一性尺度」
では、身体的受容の側面は性的成熟に限定した項目
で構成されており、「身体満足度」とは別の尺度として
両者の関連を検討している。一方で、伊藤（５）は、中
学生の性の非受容群に自己評価の低さや劣等感の
強さが認められることから（青木（１））、第二次性徴を含
む身体の受容は欠かせない領域であるとはいえ、性
的成熟に限定されない身体受容の項目を検討する
必要があるとしている。実際、久芳ら（１１）の研究にお
いて、性的な成熟に関連する身体受容の項目は因子
として構成されなかった。また、第二次性徴における
身体的発達に際し、大きな個人差があると考えられる
小学生を対象としていることもあり、本研究においては、
身体的満足という視点を性受容に組み込むこととし
た。そのため、女子においては、両者が分かれる形で
の構造が見出された。
前述の久芳ら（１１）の研究において、女子は「身体
的満足」「母性的性受容」「中核的性受容」の３つの
成分が抽出されたが、本研究においては、「母性的」
「中核的」が同一の成分を構成するという構造になっ
た。これには小学生における性受容が未分化である
ことが関連していると考えられる。
また、男子において、女子とは異なり「身体的満足」
が「中核的性受容」と同じ成分として抽出され、「身
体的劣等感」が独立した形で抽出されたことは特筆
すべきことである。小学生男子においては、女子とは
異なり、身体的満足が中核的性受容に含まれ、両者
は分化していないが、否定的な身体観は異なる感覚
として強く意識されていると推測される。
伊藤（５）は、性同一性の一因子として「父への信頼」
「母への同一視」を見出し、それらは自尊感情を高め
る方向に作用するとしている。また、この父親に対す
る評価と母親に対する評価は密接に関連し、母親の
ような女性になりたいと思う背景には母親が父親と信
頼に満ちた幸せな生活を営んでいるという認知がある
ことを指摘している。本研究においては、異性の親像
に関しての調査は行わなかったが、女子の母親像に
おいては、上記の指摘のように、「同一視」と「妻として
の母親像」の２側面があることが明らかになった。
一方、男子の父親像は、この２側面が分化しておら
ず、夫婦関係においての夫としての父親像も含め、概
してポジティブな父親像として捉えられているといえる
だろう。
２． 性受容、社会的性意識、母親／父親像の学年
差の検討
性受容、社会的性意識、母親／父親像の学年差
を検討するために、各尺度の下位尺度得点を算出し
た。それぞれの平均値と標準偏差はＴａｂｌｅ６－１～Ｔ
ａｂｌｅ６－６に示した。この各下位尺度得点を従属変
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Ｔａｂｌｅ６－１ 女子の性受容の平均価・標準偏差
Ｔａｂｌｅ６－２ 男子の性受容の平均価・標準偏差
数として、１要因分散分析を行った。結果は、Ｔａｂｌｅ
７－１～Ｔａｂｌｅ７－３に示した通りである。
性受容尺度について、女子は「中核・母性的」にお
いて、小６・小５＜小４、「身体的満足」においては、小
６・小５＜小４という有意な学年差が確認された。男子
は「中核的・満足」において、小６＜小４・小５という有
意な性差が確認された。一方、「身体的劣等感」には
有意な学年差は認められなかった。
伊藤（４）は性同一性の発達過程を記述するなかで、
青年期における性同一性の形成には２つの相がある
としており、第１の相は青年前期で、急速な身体発達
と性的成熟を契機に自己像が不安定になり、性同一
性の身体的側面における危機が訪れると考えている。
小学生の自尊感情を規定する諸側面を検討した伊
藤・阿部・菰田（６）の研究によれば、女子の自己認知
の「外見」において、４年生よりも６年生の方が評価が
低いことを示している。また、東京都幼・小・中・高・心
障性教育研究会（１８）の調査によれば、男女ともに性を
受容している者の割合が小学校高学年から急激に
減り始め、特に女子においては中２で４割を切る結果
となっている。本結果もこれに合致する結果であると
考えられ、今後は発達的推移を詳細に検討する必要
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Ｔａｂｌｅ６－３ 女子の社会的性意識の平均値・標準偏差
Ｔａｂｌｅ６－４ 男子の社会的性意識の平均値・標準偏差
Ｔａｂｌｅ６－５ 女子の母親像の平均価・標準偏差
Ｔａｂｌｅ６－６ 男子の母親像の平均価・標準偏差
があるといえる。
一方、男子の「身体的劣等感」に関しては、学年差
が確認されなかった。これは前述のように、女子とは異
なる性質のものであると考えられ、今後はその特徴を
明らかにしていくことが求められる。
社会的性意識尺度について、女子は「楽観的主婦
志向」において、小６・小５＜小４、「社会進出」におい
ては、小４・小５＜小６という有意な学年差が確認され
た。男子は「ステレオタイプ」において、小６＜小４・小
５、「家庭的」においては、小４＜小５という有意な学年
差が確認された。
伊藤（５）は、女子におけるステレオタイプ的な性役割
の同調は中２で強まり、周囲からの期待に敏感になる
としている。中学生以降の発達は本結果からはわか
らないが、「楽観的主婦志向」がステレタイプ的な性
意識であることを考えると、小４に比べて小５・小６の方
が得点が低いという本結果は、これとは異なる結果と
なった。先行研究における尺度が性同一性における
一因子として抽出されており、同性だけでなく、異性に
対する性役割も含めて、その傾向を見出しているのに
対し、本研究では同性についての性意識に焦点を当
てて回答を求めている。このような相違点が本結果に
影響を及ぼしていると考えられる。本研究からは、学
年が上がると、「楽観的主婦志向」が減り、「社会進出」
への意識が増すということが明らかになった。
また、男子においても、「ステレオタイプ的性意識」は
学年が上がると減り、逆に「家庭的性意識」は増すと
いう結果となった。これに関しても中学生以降の発達
的推移およびこれに影響を及ぼす要因について、今
後、十分に検討する必要があるといえよう。
母親像尺度の「同一視」においては、小６＜小４、
「妻」においては、小６＜小４という有意な学年差が確
認された。父親像尺度においては、小６＜小５・小４と
いう有意な学年差が確認された。
伊藤（５）は、女子の父親像、母親像とも中１から中３
にかけて一度低下し、高２になると回復し、大学でさら
に肯定的になるとしている。女子における本結果はこ
の前段階にあると推測される。また、男子においても同
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Ｔａｂｌｅ７－１ 性受容の学年差の分散分析・多重比較結果
Ｔａｂｌｅ７－２ 社会的性意識の学年差の分散分析・多重比較結果
Ｔａｂｌｅ７－３ 母親像・父親像の学年差の分散分析・多重比較結果
じような傾向がみられることが本結果より明らかになっ
た。
３． 自己肯定感と性受容、社会的性意識、母親／父
親像の関連
各尺度の因子得点を算出し、自己肯定感と性受
容、社会的性意識、母親／父親像の関連を検討した。
結果はＦｉｇｕｒｅ１－１、Ｆｉｇｕｒｅ１－２に示した通りであ
る。
女子の性受容尺度の「中核・母性的」、「身体的満
足」は自己肯定感に影響を及ぼしていることが確認
された。社会的性意識尺度の「楽観的主婦志向」は
性受容尺度の「中核・母性的」、「身体的満足」に影
響を及ぼしているという結果となった。「社会進出」は
「中核・母性的」に影響を及ぼしているとともに、自己
肯定感に直接的にも影響を及ぼしていた。母親像尺
度の「同一視」は「中核・母性的」、「身体的満足」に
影響を及ぼしていることが認められた。「妻」は「中
核・母性的」、「身体的満足」に影響を及ぼしていると
ともに、自己肯定感に直接的にも影響を及ぼしている
ことが確認された。また、母親像尺度の「同一視」と
「妻」には有意な相関が見出された。
先行研究同様、小学生においても、性を受容できて
いることが自己肯定感の獲得に影響を及ぼすという
結果が得られた。鈴木・伊藤（１５）は、全学校段階で
「身体的満足」と「自尊感情」との間には高い相関が
あることを指摘しており、本結果もこれを支持するもの
であり、思春期の身体的側面における危機を裏づけ
るものであるといえよう。
伊藤（５）は、青年期女子の自尊心には両親の良好
な関係の認知と父親への信頼が関係し、母親へ同一
視できないことが性の非受容につながっているとし、こ
れは本結果と合致するものであるといえる。特に「妻と
しての母親像」は、間接的にだけでなく、直接的にも
自己肯定感に影響を及ぼす結果となった。
両親をモデルとして取り込むこむことができる者はス
テレオタイプ的な性役割を受容すると考えられている
が（伊藤（５））、本研究においては、「楽観的主婦志向」
と「母親像」には相関は確認されなかった。
いずれの性意識においても、性意識が高い方が、
間接的、または直接的に自己肯定感を高めるという結
果になった。鈴木・伊藤（１５）によれば、大学生女子で
は、「“楽”で“得”」という伝統的な性役割を引き受け
ることが自尊感情を高められないことに影響を及ぼす
としているが、小学生においてはその傾向はみられな
かった。
また、「社会進出」が直接的、間接的に自己肯定
感に影響を及ぼしているという結果が得られた。この
「社会進出」のみが「身体的満足」への影響がみられ
ないことも注目すべき点である。
男子の性受容尺度の「中核的・満足」は自己肯定
感に影響を与え、「身体的劣等感」は自己肯定感に
負の影響を及ぼしていることが確認された。社会的性
意識の「ステレオタイプ」は「中核的・満足」、「身体的
劣等感」に影響を及ぼしているという結果となった。
「家庭的」は「中核的・満足」に影響を与えているとと
もに、自己肯定感に直接的にも影響を与えていた。父
親像尺度は「中核的・満足」に影響を与え、「身体的
劣等感」には負の影響を及ぼしていることが認められ
た。また、父親像は、社会的性意識の「ステレオタイプ」
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と「家庭的」それぞれと有意な相関があった。
女子の結果同様、「中核的・身体的満足」が高く、
「身体的劣等感」が低い方が自己肯定感が高いとい
う結果となり、性を受容できていることが自己肯定感
の獲得に影響を及ぼすと考えられる。
社会的性意識が高い方が、「中核的・身体的満足」
は高いが、「ステレオタイプ的性意識」が高いことが
「身体的劣等感」を強める方向に作用することが明ら
かになった。小学生段階においては、ステレオタイプ的
な「男性性」を求める意識が強いほど、身体的にも
「男性性」を求め、劣等感をもちやすい面があるとも考
えられる。
伊藤（３）は、女子が母親に対する評価と性受容との
関連で葛藤を抱きやすいのと比較し、男子は葛藤を抱
きにくいとしているが、女子同様、母親との夫婦関係も
含めた父親へのポジティブな評価は、性受容を介して
自己肯定感に影響を与えるという結果となった。
女子と異なる点は、この「父親像」と社会的性意識
に正の相関が見出されたことである。男子の場合、父
親をモデルとして取り込みやすいと、性意識を確立し
やすいとも推測できる。「家庭的性意識」が間接的な
影響と同程度に直接的にも自己肯定感に影響を及
ぼしていることを考慮すると、家庭的な性意識がもて
るかどうか、つまり、家庭的な父親像をもてるかどうか
ということも影響因として考えることができる。
Ⅳ・ まとめ
本研究は、小学生男女を対象に、性受容と社会的
性意識、母親／父親像の学年差を検討した上で、そ
れぞれの関連を明らかにした。その結果、学年が上が
ると性を受容しにくくなる傾向が見出された。社会的
性意識については、女子で、学年が上がるとともに「楽
観的主婦志向」が弱まり、「社会進出」の性意識が強
くなり、男子で、「ストレオタイプ的性意識」が弱まり、
「家庭的性意識」が強まるという特徴が明らかになっ
た。
男女ともに、性を受容できていることが自己肯定感
の高さに影響を及ぼしていることが確認された。女子
においては、社会的性意識および母親像へのポジテ
ィブな評価が強いことが間接的に自己肯定感を高
め、特に「社会進出」の性意識と「妻としての母親像」
は、直接的にも影響を及ぼしていた。男子においては、
全体としては社会的性意識が強いことが間接的に自
己肯定感を高め、「家庭的性意識」は直接的にも影
響を及ぼしていた。しかし、「ステレオタイプ的性意識」
は「身体的劣等感」を介して自己肯定感を低める方
向にも作用していることが特徴的であった。また、社会
的性意識と「父親像」に相関が認められたことも女子
とは異なる結果であった。
Ⅴ． 今後の課題
本研究においては、性受容に関する研究ではこれ
まで対象として扱われてこなかった小学生男女を対
象に調査を行った。そのため、本研究では久芳ら１１）
の作成した尺度を用いた。今後は尺度の信頼性と妥
当性を高めていく必要があるといえる。また、どの年齢
段階においても、男子を対象とした研究はほとんどみ
られず、今後は研究を重ねていくことが求められる。
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Ｆｉｇｕｒｅ１－２ 自己肯定感と性受容、社会的性意識、父親像の関連（男子）
伊藤（５）は、中学生から大学生の女子を対象に同
一性の研究を、鈴木・伊藤（１５）は小学校５年生から大
学生を対象に女性性受容の研究を行っている。性受
容に関して、今後対象を広げ、発達的観点からの検
討を行うことが求められているといえよう。
また、性受容に影響を与える要因として「異性意識」
「異性の性役割意識」「異性の親への意識」なども指
摘されており（伊藤（３）（５）、鈴木・伊藤（１５））、関連要因
を検討していくことも望まれる。
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